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(57)【要約】
【課題】誤使用を防止し、安全性が高い安全ベルトクラ 
ンプ装置の提供。
【解決手段】本発明に係る安全ベルトクランプ装置は、 
クランプ部材（1）の側面に接続部（11）を有するクラ 
ンプ部材（1）を含み、さらに、クランプ部材（1）の 
別の側面に取り付けられたロック機構（2）を含む。ロ 
ック機構（2）は、駆動部材（22）と、ロック部材（23 
）と、弾性部材とを含む。ロック部材（23）は、クラ 
ンプ部材（1）の側面に移動可能に設けられ、ロック位 
置とロック解除位置を有する。弾性部材は、ロック部材 
（23）の側部に設けられ、ロック部材（23）が常にロ 
ック解除位置からロック位置に移動する傾向を有するよ 
うに構成される。駆動部材（22）は、クランプ部材（1 
）の側部に移動可能に設けられている。駆動部材（22 
）は、クランプ部材（1）をロック位置とロック解除位 
置との間で切り換えられるように駆動するように構成さ 
れている。
【選択図】図２

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全22頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 接 続 部 を 有 す る ク ラ ン プ 部 材 を 備 え る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 で  
あ っ て 、 該 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 別 の 側 面 に 取 り 付 け ら れ た ロ  
ッ ク 機 構 を さ ら に 備 え て お り 、
　 前 記 ロ ッ ク 機 構 は 、 駆 動 部 材 、 ロ ッ ク 部 材 、 弾 性 部 材 を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ  
ク 解 除 位 置 を 有 し 、
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 側 部 に 設 置 さ れ 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 ロ ッ ク 解  
除 位 置 か ら 前 記 ロ ッ ク 位 置 へ 移 動 す る 傾 向 を 常 に 有 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 側 部 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 を 前 記 ロ ッ ク 位 置 と 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切  
り 替 え る よ う に 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 部 材 に 連 結 さ れ た 操 作 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 操 作 部 材 の 操  
作 を 受 け て 移 動 し 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 を 駆 動 し て 前 記 ロ ッ ク 位 置 と 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 と の  
間 を 切 り 替 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 ク  
ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ  
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 に 向 か っ て 延 在 し て 前 記 当 接 部 を 形 成 し 、 前 記 ロ ッ ク  
部 材 は 、 前 記 当 接 部 に 対 応 す る 押 し 合 わ せ 部 を 形 成 す る よ う に 延 在 し て お り 、 前 記 押 し 合  
わ せ 部 は 、 前 記 当 接 部 の 押 圧 を 受 け て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の  
安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 当 接 部 は フ ッ ク で あ り 、 前 記 押 し 合 わ せ 部 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 フ ッ ク の 内 部  
に 向 か っ て 延 び る よ う に 形 成 さ れ た 突 出 構 造 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン  
プ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る と き 、 前 記 当 接 部 が 前 記 押 し 合 わ せ 部 か ら  
離 間 し て お り 、
　 前 記 当 接 部 は 、 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら 前 記 ロ ッ ク 位 置 ま で 回 転 す る 前 記 ロ ッ ク 部 材 を  
介 し て 、 前 記 押 し 合 わ せ 部 を 押 す た め に 、 前 記 押 し 合 わ せ 部 に 強 制 的 に 接 近 さ せ ら れ る 、
請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 と 、 該 ロ ッ ク 部 材 本 体 に よ っ て 形 成 さ れ 、 外 側 に 延  
び る ロ ッ ク フ ッ ク を 備 え 、
　 前 記 押 し 合 わ せ 部 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 本 体 の 外 側 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ロ ッ ク フ ッ ク と 前 記 押 し 合 わ せ 部 と は 、 互 い に 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 、
請 求 項 ４ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 操 作 部 材 に 接 続 開 口 部 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 駆 動 部 材 が 、 前 記 接 続 開 口 部 に 向 か っ て 延 び て 接 続 ラ グ を 形 成 し て お り 、
　 前 記 接 続 ラ グ は 、 前 記 接 続 開 口 部 に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る 、
請 求 項 ２ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 操 作 部 材 は 、 外 側 に 延 び て 引 っ 張 り 部 を 形 成 す る 操 作 部 材 本 体 か ら な り 、 前 記 接 続  
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開 口 部 は 、 前 記 操 作 部 材 本 体 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ  
ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 引 っ 張 り 部 及 び 前 記 接 続 開 口 は 、 前 記 操 作 部 材 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 引 っ 張 り 部  
は 、 板 状 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 前 記 操 作 部 材 の 縦 断 面 が 相 似 Ｔ 字 形 状 を 有 し 、
　 前 記 操 作 部 材 の 上 部 の 一 端 は 操 作 部 材 本 体 で あ り 、
　 前 記 操 作 部 材 の 上 部 の も う 一 方 の 端 は 引 っ 張 り 部 で あ り 、
　 前 記 操 作 部 材 の 中 間 部 お よ び 下 部 は 支 持 部 で あ り 、 該 支 持 部 は 前 記 操 作 部 材 本 体 お よ び  
前 記 引 っ 張 り 部 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ り 、
　 前 記 接 続 開 口 部 は 、 前 記 操 作 部 材 本 体 と 前 記 操 作 部 材 の 前 記 支 持 部 と の 間 に 配 置 さ れ る  
、
請 求 項 ８ か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 備 え て い る 、 車 両  
用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 シ ー ト 本 体 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 前 記 接 続 部 は 、 前 記 シ ー ト 本 体 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、
　 ク ラ ン プ さ れ る 部 品 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 枢 動 に よ っ て ク ラ ン プ さ れ ま た は 解 放 さ れ  
、
　 前 記 シ ー ト 本 体 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 に 対 応 す る ロ ッ ク 係 合 部 を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の シ ー ト 本 体 に 対 す る 枢 動  
を ロ ッ ク す る た め に 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 前 記 ロ ッ ク 係 合 部 と 係 合 す る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 シ ー ト 本 体 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 に 対 応 す る ク ラ ン プ 溝 を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 係 合 部 は 、 前 記 ク ラ ン プ 溝 内 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 ロ ッ ク 係 合 部 と 係 合 す る と き 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 が 前 記 ク ラ ン プ  
溝 内 に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 前 記 シ ー ト 本 体 の 着 座 部 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １  
３ ま た は １ ４ に 記 載 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 中 国 特 許 出 願 第 2 0 2 1 2 0 1 1 8 3 3 4 . 4 （ 出 願 日 は 2 0 2 1 年 1 月 1 5 日 、 名 称 は  
「 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 お よ び 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 」 ） の 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 全  
内 容 は 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 本 出 願 は 、 子 供 用 機 器 の 分 野 に 関 し 、 特 に 安  
全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 お よ び 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 関 連 車 両 の シ ー ト に は 常 に 安 全 ベ ル ト の 装 置 が 装 備 さ れ て お り 、 安 全 ベ ル ト は 大 人 の 乗  
員 を 保 護 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 も あ れ ば 、 乳 幼 児 や 幼 い 子 供 を 乗 せ る た め に チ ャ  
イ ル ド 安 全 シ ー ト を 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト の 場 合 、 安 全 シ ー ト は 通 常 、 車 両 の 安 全 ベ ル ト を ク ラ ン プ す る ク  
ラ ン プ 装 置 に よ っ て 車 両 の 座 席 に 取 り 付 け ら れ る 。 ク ラ ン プ 装 置 が 解 除 さ れ る と 、 安 全 ベ  
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ル ト は 自 由 に 可 動 し 、 安 全 ベ ル ト の 締 結 や 解 除 を 容 易 に す る 。 ク ラ ン プ 装 置 が ロ ッ ク さ れ  
る と 、 安 全 ベ ル ト が チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト に 固 定 さ れ 、 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト と 車 両 シ ー  
ト の 連 結 が 実 現 す る 。 既 存 の ク ラ ン プ 装 置 は ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン と ロ ッ ク フ ッ ク を 含 み 、 ロ  
ッ ク 解 除 ボ タ ン と ロ ッ ク フ ッ ク は 固 定 さ れ 、 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト は ロ ッ ク フ ッ ク に 対 応  
す る ロ ッ ク ピ ン を 備 え て い る 。 ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン を 操 作 す る こ と で 、 ロ ッ ク フ ッ ク が ロ ッ  
ク ピ ン と 係 合 ま た は 係 合 解 除 し 、 ク ラ ン プ 装 置 が ロ ッ ク 状 態 ま た は ロ ッ ク 解 除 状 態 に な る  
。 ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン で ロ ッ ク フ ッ ク を 駆 動 し て ロ ッ ク お よ び ロ ッ ク 解 除 を 行 う モ ー ド は 、  
操 作 が 簡 単 で ロ ッ ク 解 除 に 便 利 で あ る が 、 子 供 が 誤 っ て 触 れ て ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が 容  
易 で あ り 、 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト 使 用 中 の 子 供 の 車 内 で の 安 全 を 著 し く 脅 か す こ と に な る  
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 上 記 の 問 題 を 解 決 す る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 が 急 務 と な っ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 発 明 の 一 つ の 目 的 は 、 誤 使 用 を 防 止 し 、 安 全 性 の 高 い 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 提  
供 す る こ と で あ る 。 本 願 発 明 の 他 の 目 的 は 、 安 全 性 の 高 い 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 接 続 部 を 有 す る ク ラ ン  
プ 部 材 を 含 む 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 提 供 す る 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 ク ラ ン プ  
部 材 の 別 の 側 面 に 取 り 付 け ら れ た ロ ッ ク 機 構 を さ ら に 含 む 。 ロ ッ ク 機 構 は 、 駆 動 部 材 、 ロ  
ッ ク 部 材 、 弾 性 部 材 を 含 む 。 ロ ッ ク 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、  
ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 を 有 す る 。 弾 性 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 方 に 設 置 さ れ 、 ロ  
ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ  
る 。 駆 動 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 方 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 駆 動 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材  
を ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り 換 え る よ う に 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 駆 動 部 材 に 連 結  
さ れ た 操 作 部 材 を さ ら に 含 み 、 駆 動 部 材 は 、 操 作 部 材 の 操 作 を 受 け て 移 動 し 、 ロ ッ ク 部 材  
を 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 を 切 り 替 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 は ク ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 連 結 さ  
れ 、 ロ ッ ク 部 材 は ク ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 は ロ ッ ク 部 材 に 向 か っ て 延 び て 当 接  
部 （ a b u t t i n g  p o r t i o n ） を 形 成 し 、 ロ ッ ク 部 材 は 延 び て 当 接 部 に 対 応 す る 押 し 合 わ せ  
部 （ p u s h  m a t c h i n g  p o r t i o n ） を 形 成 し 、 押 し 合 わ せ 部 は 当 接 部 の 押 し 付 け を 受 け て  
回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 当 接 部 は フ ッ ク で あ り 、 押 し 合 わ せ 部 は 、 フ  
ッ ク の 内 部 に 向 か っ て 延 び る ロ ッ ク 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ た 突 出 構 造 （ p r o t r u d i n g  s t r  
u c t u r e ） で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る と き 、 当  
接 部 は 押 し 合 わ せ 部 か ら 離 間 し て お り 、 当 接 部 は 、 ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 に 回 転  
す る ロ ッ ク 部 材 を 介 し て 、 押 し 合 わ せ 部 を 押 す た め に 押 し 合 わ せ 部 に 接 近 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ッ ク 部 材 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 と 、 ロ ッ ク 部  
材 本 体 が 外 側 に 延 び る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た ロ ッ ク フ ッ ク と を 備 え る 。 押 し 合 わ せ 部 は  
、 ロ ッ ク 部 材 本 体 の 外 側 に 配 置 さ れ る 。 ロ ッ ク フ ッ ク と 押 し 合 わ せ 部 は 、 互 い に 間 隔 を あ  
け て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 材 は 接 続 開 口 部 （ c o n n e c t i o n  o p e n  
i n g ） を 備 え 、 駆 動 部 材 は 接 続 開 口 部 に 向 か っ て 延 び て 接 続 ラ グ （ c o n n e c t i o n  l u g ） を  
形 成 し 、 接 続 ラ グ は 接 続 開 口 部 に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 材 は 、 外 側 に 延 び て 引 っ 張 り 部 （ p u l  
l i n g  p o r t i o n ） を 形 成 す る 操 作 部 材 本 体 を 含 み 、 接 続 開 口 部 は 、 操 作 部 材 本 体 の 内 側 に  
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 引 っ 張 り 部 及 び 接 続 開 口 部 は 、 操 作 部 材 の ２  
つ の 側 面 に 配 置 さ れ 、 引 っ 張 り 部 は 板 状 の 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 操 作 部 材 の  
縦 断 面 図 は 、 相 似 Ｔ 字 形 状 （ s i m i l a r  T  s h a p e ） を 有 す る 。 操 作 部 材 の 上 部 の 一 端 は 操  
作 部 材 本 体 で あ り 、 操 作 部 材 の 上 部 の 他 端 は 引 っ 張 り 部 で あ り 、 操 作 部 材 の 中 間 部 及 び 下  
部 は 支 持 部 で あ り 、 支 持 部 は 操 作 部 材 本 体 及 び 引 っ 張 り 部 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 。 接 続 開  
口 部 は 、 操 作 部 材 本 体 と 操 作 部 材 の 支 持 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 は 、 上 記 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 含 む 車 両 用 チ  
ャ イ ル ド シ ー ト を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト は 、 シ ー ト 本 体 を さ  
ら に 含 む 。 ク ラ ン プ 部 材 の 接 続 部 は 、 シ ー ト 本 体 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ク ラ ン プ  
さ れ る 部 品 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 枢 動 に よ っ て 、 ク ラ ン プ ま た は 解 放 さ れ る 。 シ ー ト 本 体 に  
は 、 ロ ッ ク 部 材 に 対 応 す る ロ ッ ク 係 合 部 （ l o c k i n g  e n g a g i n g  p a r t ） が 設 け ら れ て い  
る 。 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 は ロ ッ ク 係 合 部 と 係 合 し て ク ラ ン プ  
部 材 の シ ー ト 本 体 に 対 す る 枢 動 を ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト 本 体 は 、 ク ラ ン プ 部 材 に 対 応 す る ク ラ  
ン プ 溝 を 備 え る 。 ロ ッ ク 係 合 部 は ク ラ ン プ 溝 内 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 係 合 部 に  
係 合 す る と 、 ク ラ ン プ 部 材 は ク ラ ン プ 溝 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 シ ー ト 本 体 の 着  
座 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 関 連 技 術 と 比 較 し て 、 本 願 発 明 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 ロ ッ ク 機 構 を 提 供 し 、 ロ  
ッ ク 機 構 は 、 操 作 部 材 、 駆 動 部 材 、 ロ ッ ク 部 材 及 び 弾 性 部 材 を 含 み 、 ロ ッ ク 部 材 は 、 ク ラ  
ン プ 部 材 の 側 部 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 を 有 し 、 ロ ッ ク 位  
置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 の 間 で 移 動 可 能 に 切 り 替 え ら れ 、 そ れ に 応 じ て 、 ク ラ ン プ 部 材 は 、  
ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー ス を 強 固 に ク ラ ン プ 又 は ロ ッ ク 解 除 す る こ と を 実 現 す る 。 弾 性 部  
材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 部 に 取 り 付 け ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置  
へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 有 す る こ と を 可 能 に し 、 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 は ロ ッ ク 位 置 に 保  
持 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 は ク ラ ン プ さ れ る 部 品 を し っ か り と ク ラ ン プ す る 。 上 記 駆 動 部 材 は  
、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 方 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 操 作 部 材 は 、 駆 動 部 材 に 連 結 さ れ 、 操 作 部  
材 の 操 作 を 受 け て 駆 動 部 材 が 移 動 し て ロ ッ ク 部 材 を 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置  
と を 切 り 換 え る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 を 駆 動 し て 弾 性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク  
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位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 切 り 換 え 、 ク ラ ン プ 部 材 が 被 ク ラ ン プ 部 品 を 解 放 し て ロ ッ ク 解  
除 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 。 駆 動 部 材 は 、 操 作 部 材 と ロ ッ ク 部 材 と の 間 に 設 け ら れ 、  
駆 動 部 材 は 、 駆 動 構 造 と し て 機 能 し 、 延 長 部 を 形 成 す る た め 、 関 連 技 術 に お い て ロ ッ ク 解  
除 が 僅 か な 接 触 に よ っ て ト リ ガ さ れ る 危 険 性 を 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 不 用 意 な 接 触  
に よ る 誤 ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 車 載 安 全 性 を 確 保 し 、 高 い 安  
全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 1 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 強 固 に ク ラ  
ン プ し て い る と き の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 概 略 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 解 放 す る 際  
の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 概 略 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3 は 、 図 1 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 一 部 の 内 部 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 図 4 は 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る 図 3 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト を 示 す 状  
態 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5 は 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 図 3 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト を 示  
す 状 態 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 6 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 の 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ７ 】 図 7 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 の 構 造 を 示 す 別 の 概 略 斜 視 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 技 術 的 内 容 、 構 造 的 特 徴 、 目 的 及 び 効 果 を 詳 細 に 説 明 す る  
た め に 、 本 明 細 書 で は 添 付 図 面 を 参 照 し て 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 1 か ら 図 4 を 参 照 す る と 、 本 願 発 明 は 、 シ ー ト 本 体 2 0 と 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1  
0 と を 含 む 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 1 0 0 を 提 供 す る 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1 0 は 、 ク  
ラ ン プ さ れ る 部 品 （ 図 面 に は 示 さ れ て い な い ） を ク ラ ン プ ま た は 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ  
て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 対 象 物 は 、 車 両 に お け る 安 全 ベ ル ト で あ り 、 ク ラ ン プ  
対 象 物 は 、 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 1 0 0 の シ ー ト 本 体 2 0 を 車 両 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1 0 は 、 シ ー ト 本 体 2 0 の 着 座 部 に 配 置 さ れ て い る 。 し  
か し な が ら 、 本 願 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 安 全 ク ラ ン プ 装 置 を シ  
ー ト 本 体 2 0 の 背 面 部 や そ の 他 の 位 置 に 配 置 し て も 勿 論 よ い 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1 0  
は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 と ロ ッ ク 機 構 2 と を 備 え 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 面 に は 、 シ ー ト 本 体 2 0  
に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る 接 続 部 1 1 が 設 け ら れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 枢 動 に よ り 、 ク ラ ン プ  
対 象 物 を 強 固 に ク ラ ン プ ま た は 解 除 す る 。 例 え ば 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が 接 続 部 1 1 を 中 心 に  
シ ー ト 本 体 2 0 に 向 か っ て 図 2 に 矢 印 A で 示 す 方 向 に 枢 動 し 、 ク ラ ン プ 部 材 1 と シ ー ト 本 体  
2 0 と の 間 に ク ラ ン プ 対 象 物 を 挟 み 込 む こ と に よ り 、 シ ー ト 本 体 2 0 が 車 両 に 固 定 さ れ る 。  
ク ラ ン プ 部 材 1 は 、 接 続 部 1 1 を 中 心 と し て シ ー ト 本 体 2 0 か ら 離 れ る 方 向 に 、 図 2 に 矢 印 A  
で 示 す 方 向 と は 反 対 方 向 に 枢 動 し 、 ク ラ ン プ 対 象 物 （ 図 示 せ ず ） を 解 放 し て 、 シ ー ト 本 体  
2 0 を 車 両 か ら 取 り 外 す 。 ロ ッ ク 機 構 2 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 別 の 側 面 に 設 置 さ れ 、 す な わ  
ち 、 接 続 部 1 1 と ロ ッ ク 機 構 2 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 対 向 す る 2 つ の 側 面 に 配 置 さ れ る 。 本  
実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は 長 い 棒 状 を な し 、 接 続 部 1 1 と ロ ッ ク 機 構 2 は ク ラ ン プ 部  
材 1 の 対 向 す る 2 つ の 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 機 構 2 は 、 操 作 部 材 2 1 、 駆 動 部 材 2 2  
、 ロ ッ ク 部 材 2 3 、 お よ び 弾 性 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 図 4 及 び 図 5 を 参 照 し て 、 ロ ッ ク  
部 材 2 3 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 図 4 に 示 す ロ ッ ク 位 置 と 図 5 に  
示 す ロ ッ ク 解 除 位 置 と を 有 し 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 に 切 り 換 え  
ら れ る 。 図 2 か ら 図 5 を 参 照 す る と 、 シ ー ト 本 体 2 0 に は 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 に 対 応 す る ロ ッ  
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ク 係 合 部 2 0 1 が 設 け ら れ て お り 、 ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 係 合 部  
2 0 1 に 係 合 す る こ と に よ り 、 シ ー ト 本 体 2 0 に 対 す る ク ラ ン プ 部 材 1 の 枢 動 が ロ ッ ク さ れ  
、 ク ラ ン プ 部 材 1 に よ っ て ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー ス が 強 固 に ク ラ ン プ さ れ 、 ロ ッ ク 解 除  
位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 か ら 離 間 し 、 そ れ に よ り ク ラ ン プ 部  
材 1 の シ ー ト 本 体 2 0 に 対 す る 枢 動 が 解 除 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー  
ス を 解 放 す る 。 弾 性 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク  
解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 有 す る こ と を 可 能 に し 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が  
ロ ッ ク 部 材 に 保 持 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 強 固 に ク ラ ン プ す る 。 い く つ  
か の 実 施 形 態 で は 、 弾 性 部 材 は ね じ り ば ね で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 駆 動 部 材 2 2  
は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 駆 動 部 材 2 2 に よ っ て 駆 動 さ れ  
、 ク ラ ン プ 部 材 1 は ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り 替 え ら れ る 。 操 作 部 材 2 1  
は 駆 動 部 材 2 2 に 接 続 さ れ 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 を 受 け て 駆 動 部 材 2 2 が 移 動 し て ロ ッ ク 部  
材 2 3 を ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り 換 え る よ う に 駆 動 し 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が  
弾 性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク 位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 切 り 換 え ら れ 、 こ れ に 応  
じ て ク ラ ン プ 部 材 1 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 解 放 し て ロ ッ ク を 解 除 す る 。 ま た 、 操 作 部 材 2 1  
と ロ ッ ク 部 材 2 3 と の 間 に 駆 動 部 材 2 2 が 設 け ら れ 、 駆 動 部 材 2 2 が 延 長 部 を 形 成 す る 駆 動  
構 造 と し て 機 能 す る た め 、 関 連 技 術 に お い て 、 ち ょ っ と し た 接 触 で ロ ッ ク 解 除 が 引 き 起 こ  
さ れ る 危 険 性 を 防 止 す る こ と が で き 、 子 供 の 不 慮 の 接 触 に よ る 誤 ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 防  
止 し 、 乳 幼 児 の 車 載 安 全 と 高 い 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 駆 動 部 材 2 2 は 操 作 部 材  
2 1 と 一 体 化 し て 一 体 構 造 を 形 成 し て も よ く 、 駆 動 部 材 2 2 と 操 作 部 材 は 分 離 構 造 で あ っ て  
も よ く 、 さ ら に 組 み 立 て ら れ る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 駆 動 部 材 2 2 と 操 作 部 材 2 1 は 、  
そ の 機 能 に 応 じ て 名 付 け ら れ た 2 つ の モ ジ ュ ー ル で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る べ き で は な  
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 4 か ら 図 7 を 参 照 す る と 、 よ り 具 体 的 に は 、 駆 動 部 材 2 2 が ク ラ ン プ 部 材 1 に 枢 動 可 能  
に 接 続 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ク ラ ン プ 部 材 1 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 部 材 2 2  
は 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 を 受 け て 回 転 し 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 を 回 転 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ  
ク 解 除 位 置 と を 回 転 可 能 に 切 り 替 え る 。 ま た 、 操 作 部 材 2 1 、 駆 動 部 材 2 2 及 び ロ ッ ク 部 材  
2 3 は 、 い ず れ も 回 動 可 能 で あ る た め 、 操 作 部 材 2 1 、 駆 動 部 材 2 2 及 び ロ ッ ク 部 材 2 3 間 の  
よ り 円 滑 な 連 動 動 作 が 実 現 さ れ る 。 な お 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 駆 動 部 材 2 2 が ク ラ ン  
プ 部 材 1 に 対 し て ス ラ イ ド 可 能 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に ス ラ  
イ ド 可 能 に 配 置 さ れ 、 駆 動 部 材 2 2 の 移 動 に よ っ て ロ ッ ク 部 材 2 3 が 駆 動 さ れ て 移 動 し 、 そ  
れ に よ っ て ロ ッ ク 部 材 2 3 の ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 の 切 り 替 え が 実 現 さ れ て  
も よ い 。 具 体 的 に は 、 駆 動 部 材 2 2 は 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 に 向 か っ て 延 び て 当 接 部 2 2 1 を 形 成  
し 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 当 接 部 2 2 1 に 対 応 す る 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 を 形 成 す る よ う に 延 び て  
い る 。 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 は 、 当 接 部 2 2 1 に 押 さ れ て 回 転 す る 。 好 ま し く は 、 当 接 部 2 2 1  
は フ ッ ク で あ り 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 は ロ ッ ク 部 材 2 3 に よ っ て 形 成 さ れ た フ ッ ク の 内 部 に  
向 か っ て 延 び る 突 出 構 造 で あ る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る と き 、 当 接 部 2 2  
1 は 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 か ら 離 間 し て お り 、 す な わ ち 当 接 部 2 2 1 と 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 と の 間  
に は 距 離 が あ り 、 当 接 部 2 2 1 は 駆 動 部 材 2 2 の 回 転 に よ り 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に 接 近 し 、 そ  
の 後 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 を 押 圧 す る 。 ま た 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る と き  
、 当 接 部 2 2 1 が 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 か ら 離 間 し て い る た め 、 す な わ ち 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1  
と 当 接 部 2 2 1 と の 間 に 一 定 の 距 離 が あ る た め 、 当 接 部 2 2 1 が 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に 接 触 し  
て 当 接 す る 前 に 、 駆 動 部 材 2 2 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら 一 定 の 距 離 だ け 強 制 的 に 移 動 さ せ ら  
れ る た め 、 子 供 が 誤 っ て 触 れ る こ と に よ る 誤 ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き 、  
乳 幼 児 の 車 載 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 高 い 安 全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。 他 の 実  
施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 2 2 は 、 リ セ ッ ト ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ を 備 え る こ と が で き る 。 リ  
セ ッ ト ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ は 、 駆 動 部 材 2 2 の 当 接 部 2 2 1 が 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 の 押 し 合 わ  
せ 部 2 3 1 に 対 し て 当 接 を 解 除 す る 傾 向 を 有 す る よ う に 作 用 す る 弾 性 力 を 提 供 す る よ う に  
構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 リ  
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セ ッ ト ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ を 設 け な い こ と を 選 択 す る こ と も で き る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 は  
、 ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 と 係 合 ま た は 係 合 解 除 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 と ロ ッ ク 係 合  
部 2 0 1 と の 安 定 し た 連 結 を 実 現 す る 。 具 体 的 に は 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 2 3  
2 と 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 2 3 2 に よ っ て 形 成 さ れ 、 外 側 に 延 び る ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 と を 含 む 。  
押 し 合 わ せ 部 2 3 1 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 2 3 2 の 外 周 側 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 は 、  
押 し 合 わ せ 部 2 3 1 か ら 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 は 、 押 し 合 わ せ 部 2 3  
1 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 図 3 を 参 照 す る と 、 こ れ に 対 応 し て 、 ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 は ロ ッ  
ク ピ ン で あ り 、 ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 は ロ ッ ク ピ ン と 係 合 ま た は 係 合 解 除 す る こ と に よ り 、  
ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 を 実 現 す る 。 も ち ろ ん 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も  
の で は な く 、 例 え ば 、 製 造 者 は 必 要 に 応 じ て 、 上 記 ロ ッ ク 構 造 を 他 の ロ ッ ク 構 造 に 調 整 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 4 か ら 図 5 を 参 照 す る と 、 操 作 部 材 2 1 に は 接 続 開 口 部 2 1 1 が 設 け ら れ て お り 、 駆 動 部  
材 2 2 は 接 続 開 口 部 2 1 1 に 向 か っ て 延 び て 接 続 ラ グ 2 2 2 を 形 成 し て い る 。 接 続 ラ グ 2 2 2 が  
接 続 開 口 部 2 1 1 に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 操 作 部 材 2 1 が 駆 動 部 材 2 2 に 固 定 さ  
れ 、 操 作 部 材 2 1 が 駆 動 部 材 2 2 を 回 転 駆 動 す る こ と が で き 、 駆 動 部 材 2 2 の 移 動 の 安 定 性  
が 向 上 す る 。 な お 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 操 作 部  
材 2 1 と 駆 動 部 材 2 2 と の 安 定 し た 接 続 を 実 現 す る た め に 、 製 造 者 が 他 の 接 続 方 法 を 選 択 す  
る こ と も で き る 。 具 体 的 に は 、 操 作 部 材 2 1 は 操 作 部 材 本 体 2 1 2 を 含 み 、 操 作 部 材 本 体 2 1  
2 は 外 側 に 延 び て 引 っ 張 り 部 2 1 3 を 形 成 す る 。 接 続 開 口 部 2 1 1 は 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 部  
材 本 体 2 1 2 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 引 っ 張 り 部 2 1 3 と 接 続 開 口 部 2 1 1 は 操 作 部 材 2 1 の  
両 側 面 に 配 置 さ れ 、 引 っ 張 り 部 2 1 3 は 板 状 構 造 を 有 し 、 引 っ 張 り 部 2 1 3 に は 滑 り 止 め が  
施 さ れ て い る 。 た だ し 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 願 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 図 4 に 示 す よ う に 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 長 さ 方 向 に  
沿 っ た 操 作 部 材 2 1 の 縦 断 面 が 同 様 の Ｔ 字 形 状 を 有 し て い る 。 相 似 Ｔ 字 形 状 の 操 作 部 材 2 1  
の 上 部 の 一 端 は 操 作 部 材 本 体 2 1 2 で あ り 、 他 端 は 引 っ 張 り 部 2 1 3 で あ る 。 操 作 部 材 2 1 の  
中 間 部 お よ び 下 部 は 支 持 部 2 1 4 と な っ て い る 。 支 持 部 2 1 4 は 、 操 作 部 材 本 体 2 1 2 お よ び  
引 っ 張 り 部 2 1 3 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る 。 接 続 開 口 部 2 1 1 は 、 操 作 部 材 本 体 2 1 2 と 操 作  
部 材 2 1 の 支 持 部 2 1 4 と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 1 か ら 2 を 参 照 す る と 、 シ ー ト 本 体 2 0 に は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 に 対 応 す る ク ラ ン プ 溝 2 0  
2 が 設 け ら れ 、 ク ラ ン プ 溝 2 0 2 に ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 が 配 置 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 が  
ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 に 係 合 す る と 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は ク ラ ン プ 溝 2 0 2 に 配 置 さ れ る 。 ク ラ ン  
プ 溝 2 0 2 の 配 置 に よ り 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が シ ー ト 本 体 2 0 か ら 突 出 す る の を 効 果 的 に 防 止  
す る こ と が で き 、 乳 幼 児 の 違 和 感 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 1 か ら 図 7 と 合 わ せ て 、 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 1 0 0 の 装 着 工 程 を 以 下 に 詳 細 に 説 明  
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 シ ー ト 本 体 2 0 を 車 両 に 装 着 し た い 場 合 に は 、 操 作 部 材 2 1 を 引 く と 、 操 作 部 材 2 1 の 操  
作 に よ り 駆 動 部 材 2 2 が 図 5 に 矢 印 B で 示 す 方 向 に 回 転 す る 。 駆 動 部 材 2 2 の 回 転 に 駆 動 さ  
れ て 、 当 接 部 2 2 1 が 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に 近 づ き 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 を 押 す 。 そ し て 、 当  
接 部 2 2 1 の 付 勢 力 を 受 け て ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 回 転 し 、 弾  
性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 か ら 外 れ る 。 こ の と き 、  
ク ラ ン プ 部 材 1 が 接 続 部 1 1 を 支 点 に 枢 動 し 、 シ ー ト 本 体 2 0 か ら 離 れ る 方 向 に 、 図 2 の 矢  
印 A で 示 す 方 向 と は 逆 の 枢 動 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 ク ラ ン プ 溝 2 0 2 と ク ラ ン プ 部 材 1 と  
の 間 に ク ラ ン プ 対 象 物 が 配 置 さ れ る 。 ク ラ ン プ 部 材 1 は 接 続 部 1 1 上 で 枢 動 し 、 図 2 中 の 矢  
印 A で 示 す 枢 動 方 向 に シ ー ト 本 体 2 0 に 近 接 し て 回 転 し 、 ク ラ ン プ 部 材 1 と シ ー ト 本 体 2 0  
と の 間 に ク ラ ン プ 対 象 物 が ク ラ ン プ さ れ る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 が 弾 性 部 材 の 弾 性 復 元 力 の 作  
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用 に よ り ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 に 回 転 し 、 駆 動 部 材 2 2 及 び 操 作 部 材 2 1 が リ セ ッ  
ト さ れ る こ と に よ り 、 ク ラ ン プ 対 象 物 が 強 固 に ク ラ ン プ さ れ 、 シ ー ト 本 体 2 0 が 車 両 に 固  
定 さ れ る 。 シ ー ト 本 体 2 0 を 車 両 か ら 取 り 外 し た い 場 合 に は 、 上 記 の 工 程 を 逆 の 順 序 で 繰  
り 返 し て 安 全 ベ ル ト を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ロ ッ ク 機 構 2 が 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 機 構 2 は 、 操 作 部 材 2 1 と 、 駆 動 部 材 2 2 と 、 ロ ッ ク 部  
材 2 3 と 、 弾 性 部 材 と を 含 み 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 移 動 可 能 に 配 置  
さ れ 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と を 有 し 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 移 動  
可 能 に 切 り 替 え ら れ 、 こ れ に よ り 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は 、 ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー ス を 強 固  
に ク ラ ン プ 又 は ロ ッ ク 解 除 す る こ と を 実 現 す る 。 弾 性 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 取  
り 付 け ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 有 す  
る こ と を 可 能 に し 、 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は ロ ッ ク 位 置 に 保 持 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材  
1 は ク ラ ン プ さ れ る 部 品 を し っ か り と ク ラ ン プ す る 。 駆 動 部 材 2 2 は ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 方  
に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 操 作 部 材 2 1 は 駆 動 部 材 2 2 に 接 続 さ れ 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 を 受  
け て 駆 動 部 材 2 2 が 移 動 し て ロ ッ ク 部 材 2 3 を 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と を 切  
り 換 え る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 を 駆 動 し て 弾 性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク 位  
置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 切 り 換 え 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 解 放 し て ロ ッ ク 解  
除 を 実 現 す る こ と が で き る 。 駆 動 部 材 2 2 は 、 操 作 部 材 2 1 と ロ ッ ク 部 材 2 3 と の 間 に 設 け  
ら れ 、 駆 動 部 材 2 2 は 、 駆 動 構 造 と し て 機 能 し 、 延 長 部 を 形 成 す る た め 、 関 連 技 術 に お け  
る 僅 か な 接 触 に よ っ て ロ ッ ク 解 除 が ト リ ガ さ れ る 危 険 性 を 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 不  
意 の 接 触 に よ る 誤 操 作 に よ る ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 車 載 安 全  
を 確 保 し 、 高 い 安 全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 に 開 示 し た も の は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 を 限 定  
す る た め に 使 用 さ れ る べ き で は な い 。 従 っ て 、 本 願 の 実 施 形 態 に 基 づ い て な さ れ た 同 等 の  
変 更 は 、 本 願 に よ っ て カ バ ー さ れ る 範 囲 内 に あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 8 月 1 7 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 1 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 接 続 部 を 有 す る ク ラ ン プ 部 材 を 備 え る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 で  
あ っ て 、 該 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 別 の 側 面 に 取 り 付 け ら れ た ロ  
ッ ク 機 構 を さ ら に 備 え て お り 、
　 前 記 ロ ッ ク 機 構 は 、 駆 動 部 材 、 ロ ッ ク 部 材 、 弾 性 部 材 を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ  
ク 解 除 位 置 を 有 し 、
　 前 記 弾 性 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 側 部 に 設 置 さ れ 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 ロ ッ ク 解  
除 位 置 か ら 前 記 ロ ッ ク 位 置 へ 移 動 す る 傾 向 を 常 に 有 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 側 部 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 を 前 記 ロ ッ ク 位 置 と 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り  
替 え る よ う に 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 部 材 に 連 結 さ れ た 操 作 部 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 操 作 部 材 の 操  
作 を 受 け て 移 動 し 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 を 駆 動 し て 前 記 ロ ッ ク 位 置 と 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 と の  
間 を 切 り 替 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 前 記 ク  
ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 部 材 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 に 向 か っ て 延 在 し て 前 記 当 接 部 を 形 成 し 、 前 記 ロ ッ ク  
部 材 は 、 前 記 当 接 部 に 対 応 す る 押 し 合 わ せ 部 を 形 成 す る よ う に 延 在 し て お り 、 前 記 押 し 合  
わ せ 部 は 、 前 記 当 接 部 の 押 圧 を 受 け て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の  
安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 当 接 部 は フ ッ ク で あ り 、 前 記 押 し 合 わ せ 部 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 フ ッ ク の 内 部  
に 向 か っ て 延 び る よ う に 形 成 さ れ た 突 出 構 造 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン  
プ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 前 記 当 接 部 が 前 記 押 し 合 わ せ 部 か ら 離 間  
し て お り 、
　 前 記 当 接 部 は 、 前 記 ロ ッ ク 位 置 か ら 前 記 ロ ッ ク 解 除 位 置 ま で 回 転 す る 前 記 ロ ッ ク 部 材 を  
介 し て 、 前 記 押 し 合 わ せ 部 を 押 す た め に 、 前 記 押 し 合 わ せ 部 に 強 制 的 に 接 近 さ せ ら れ る 、
請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 と 、 該 ロ ッ ク 部 材 本 体 に よ っ て 形 成 さ れ 、 外 側 に 延  
び る ロ ッ ク フ ッ ク を 備 え 、
　 前 記 押 し 合 わ せ 部 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 本 体 の 外 側 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ロ ッ ク フ ッ ク と 前 記 押 し 合 わ せ 部 と は 、 互 い に 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 、
請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 操 作 部 材 に 接 続 開 口 部 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 駆 動 部 材 が 、 前 記 接 続 開 口 部 に 向 か っ て 延 び て 接 続 ラ グ を 形 成 し て お り 、
　 前 記 接 続 ラ グ は 、 前 記 接 続 開 口 部 に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る 、
請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 操 作 部 材 は 、 外 側 に 延 び て 引 っ 張 り 部 を 形 成 す る 操 作 部 材 本 体 か ら な り 、 前 記 接 続  
開 口 部 は 、 前 記 操 作 部 材 本 体 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ  
ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 引 っ 張 り 部 及 び 前 記 接 続 開 口 は 、 前 記 操 作 部 材 の 両 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 引 っ 張 り 部  
は 、 板 状 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 前 記 操 作 部 材 の 縦 断 面 が 相 似 Ｔ 字 形 状 を 有 し 、
　 前 記 操 作 部 材 の 上 部 の 一 端 は 操 作 部 材 本 体 で あ り 、
　 前 記 操 作 部 材 の 上 部 の も う 一 方 の 端 は 引 っ 張 り 部 で あ り 、
　 前 記 操 作 部 材 の 中 間 部 お よ び 下 部 は 支 持 部 で あ り 、 該 支 持 部 は 前 記 操 作 部 材 本 体 お よ び  
前 記 引 っ 張 り 部 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ り 、
　 前 記 接 続 開 口 部 は 、 前 記 操 作 部 材 本 体 と 前 記 操 作 部 材 の 前 記 支 持 部 と の 間 に 配 置 さ れ る  
、
請 求 項 ８ に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 備 え て い る 、 車 両 用  
チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 シ ー ト 本 体 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 前 記 接 続 部 は 、 前 記 シ ー ト 本 体 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、
　 ク ラ ン プ さ れ る 部 品 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の 枢 動 に よ っ て ク ラ ン プ さ れ ま た は 解 放 さ れ  
、
　 前 記 シ ー ト 本 体 は 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 に 対 応 す る ロ ッ ク 係 合 部 を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 の シ ー ト 本 体 に 対 す る 枢 動  
を ロ ッ ク す る た め に 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 前 記 ロ ッ ク 係 合 部 と 係 合 す る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 シ ー ト 本 体 は 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 に 対 応 す る ク ラ ン プ 溝 を 備 え 、
　 前 記 ロ ッ ク 係 合 部 は 、 前 記 ク ラ ン プ 溝 内 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 が 前 記 ロ ッ ク 係 合 部 と 係 合 す る と き 、 前 記 ク ラ ン プ 部 材 が 前 記 ク ラ ン プ  
溝 内 に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 前 記 シ ー ト 本 体 の 着 座 部 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １  
３ に 記 載 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 2 0 2 2 年 1 月 1 4 日 に 出 願 さ れ た 国 際 出 願 第 P C T / E P 2 0 2 2 / 0 5 0 7 7 5 号 の 日  
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本 国 内 段 階 で あ り 、 中 国 特 許 出 願 第 2 0 2 1 2 0 1 1 8 3 3 4 . 4 （ 出 願 日 は 2 0 2 1 年 1 月 1 5 日 、  
名 称 は 「 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 お よ び 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 」 ） の 優 先 権 を 主 張 し 、  
そ の 全 内 容 は 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 本 出 願 は 、 子 供 用 機 器 の 分 野 に 関 し 、  
特 に 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 お よ び 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 関 連 車 両 の シ ー ト に は 常 に 安 全 ベ ル ト の 装 置 が 装 備 さ れ て お り 、 安 全 ベ ル ト は 大 人 の 乗  
員 を 保 護 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 も あ れ ば 、 乳 幼 児 や 幼 い 子 供 を 乗 せ る た め に チ ャ  
イ ル ド 安 全 シ ー ト を 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト の 場 合 、 安 全 シ ー ト は 通 常 、 車 両 の 安 全 ベ ル ト を ク ラ ン プ す る ク  
ラ ン プ 装 置 に よ っ て 車 両 の 座 席 に 取 り 付 け ら れ る 。 ク ラ ン プ 装 置 が 解 除 さ れ る と 、 安 全 ベ  
ル ト は 自 由 に 可 動 し 、 安 全 ベ ル ト の 締 結 や 解 除 を 容 易 に す る 。 ク ラ ン プ 装 置 が ロ ッ ク さ れ  
る と 、 安 全 ベ ル ト が チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト に 固 定 さ れ 、 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト と 車 両 シ ー  
ト の 連 結 が 実 現 す る 。 既 存 の ク ラ ン プ 装 置 は ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン と ロ ッ ク フ ッ ク を 含 み 、 ロ  
ッ ク 解 除 ボ タ ン と ロ ッ ク フ ッ ク は 固 定 さ れ 、 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト は ロ ッ ク フ ッ ク に 対 応  
す る ロ ッ ク ピ ン を 備 え て い る 。 ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン を 操 作 す る こ と で 、 ロ ッ ク フ ッ ク が ロ ッ  
ク ピ ン と 係 合 ま た は 係 合 解 除 し 、 ク ラ ン プ 装 置 が ロ ッ ク 状 態 ま た は ロ ッ ク 解 除 状 態 に な る  
。 ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン で ロ ッ ク フ ッ ク を 駆 動 し て ロ ッ ク お よ び ロ ッ ク 解 除 を 行 う モ ー ド は 、  
操 作 が 簡 単 で ロ ッ ク 解 除 に 便 利 で あ る が 、 子 供 が 誤 っ て 触 れ て ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が 容  
易 で あ り 、 チ ャ イ ル ド 安 全 シ ー ト 使 用 中 の 子 供 の 車 内 で の 安 全 を 著 し く 脅 か す こ と に な る  
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 上 記 の 問 題 を 解 決 す る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 が 急 務 と な っ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 発 明 の 一 つ の 目 的 は 、 誤 使 用 を 防 止 し 、 安 全 性 の 高 い 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 提  
供 す る こ と で あ る 。 本 願 発 明 の 他 の 目 的 は 、 安 全 性 の 高 い 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 接 続 部 を 有 す る ク ラ ン  
プ 部 材 を 含 む 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 提 供 す る 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 ク ラ ン プ  
部 材 の 別 の 側 面 に 取 り 付 け ら れ た ロ ッ ク 機 構 を さ ら に 含 む 。 ロ ッ ク 機 構 は 、 駆 動 部 材 、 ロ  
ッ ク 部 材 、 弾 性 部 材 を 含 む 。 ロ ッ ク 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 面 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、  
ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 を 有 す る 。 弾 性 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 方 に 設 置 さ れ 、 ロ  
ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ  
る 。 駆 動 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 方 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 駆 動 部 材 は 、 ロ ッ ク 部 材 を  
ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り 換 え る よ う に 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 駆 動 部 材 に 連 結  
さ れ た 操 作 部 材 を さ ら に 含 み 、 駆 動 部 材 は 、 操 作 部 材 の 操 作 を 受 け て 移 動 し 、 ロ ッ ク 部 材  
を 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 を 切 り 替 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 は ク ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 連 結 さ  
れ 、 ロ ッ ク 部 材 は ク ラ ン プ 部 材 に 枢 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 材 は ロ ッ ク 部 材 に 向 か っ て 延 び て 当 接  
部 （ a b u t t i n g  p o r t i o n ） を 形 成 し 、 ロ ッ ク 部 材 は 延 び て 当 接 部 に 対 応 す る 押 し 合 わ せ  
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部 （ p u s h  m a t c h i n g  p o r t i o n ） を 形 成 し 、 押 し 合 わ せ 部 は 当 接 部 の 押 し 付 け を 受 け て  
回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 当 接 部 は フ ッ ク で あ り 、 押 し 合 わ せ 部 は 、 フ  
ッ ク の 内 部 に 向 か っ て 延 び る ロ ッ ク 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ た 突 出 構 造 （ p r o t r u d i n g  s t r  
u c t u r e ） で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 当 接 部  
は 押 し 合 わ せ 部 か ら 離 間 し て お り 、 当 接 部 は 、 ロ ッ ク 位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 回 転 す る  
ロ ッ ク 部 材 を 介 し て 、 押 し 合 わ せ 部 を 押 す た め に 押 し 合 わ せ 部 に 接 近 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ッ ク 部 材 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 と 、 ロ ッ ク 部  
材 本 体 が 外 側 に 延 び る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た ロ ッ ク フ ッ ク と を 備 え る 。 押 し 合 わ せ 部 は  
、 ロ ッ ク 部 材 本 体 の 外 側 に 配 置 さ れ る 。 ロ ッ ク フ ッ ク と 押 し 合 わ せ 部 は 、 互 い に 間 隔 を あ  
け て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 材 は 接 続 開 口 部 （ c o n n e c t i o n  o p e n  
i n g ） を 備 え 、 駆 動 部 材 は 接 続 開 口 部 に 向 か っ て 延 び て 接 続 ラ グ （ c o n n e c t i o n  l u g ） を  
形 成 し 、 接 続 ラ グ は 接 続 開 口 部 に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 材 は 、 外 側 に 延 び て 引 っ 張 り 部 （ p u l  
l i n g  p o r t i o n ） を 形 成 す る 操 作 部 材 本 体 を 含 み 、 接 続 開 口 部 は 、 操 作 部 材 本 体 の 内 側 に  
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 引 っ 張 り 部 及 び 接 続 開 口 部 は 、 操 作 部 材 の ２  
つ の 側 面 に 配 置 さ れ 、 引 っ 張 り 部 は 板 状 の 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 操 作 部 材 の  
縦 断 面 図 は 、 相 似 Ｔ 字 形 状 （ s i m i l a r  T  s h a p e ） を 有 す る 。 操 作 部 材 の 上 部 の 一 端 は 操  
作 部 材 本 体 で あ り 、 操 作 部 材 の 上 部 の 他 端 は 引 っ 張 り 部 で あ り 、 操 作 部 材 の 中 間 部 及 び 下  
部 は 支 持 部 で あ り 、 支 持 部 は 操 作 部 材 本 体 及 び 引 っ 張 り 部 に 対 し て 略 垂 直 で あ る 。 接 続 開  
口 部 は 、 操 作 部 材 本 体 と 操 作 部 材 の 支 持 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 発 明 は 、 上 記 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 を 含 む 車 両 用 チ  
ャ イ ル ド シ ー ト を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト は 、 シ ー ト 本 体 を さ  
ら に 含 む 。 ク ラ ン プ 部 材 の 接 続 部 は 、 シ ー ト 本 体 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ク ラ ン プ  
さ れ る 部 品 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 枢 動 に よ っ て 、 ク ラ ン プ ま た は 解 放 さ れ る 。 シ ー ト 本 体 に  
は 、 ロ ッ ク 部 材 に 対 応 す る ロ ッ ク 係 合 部 （ l o c k i n g  e n g a g i n g  p a r t ） が 設 け ら れ て い  
る 。 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 は ロ ッ ク 係 合 部 と 係 合 し て ク ラ ン プ  
部 材 の シ ー ト 本 体 に 対 す る 枢 動 を ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト 本 体 は 、 ク ラ ン プ 部 材 に 対 応 す る ク ラ  
ン プ 溝 を 備 え る 。 ロ ッ ク 係 合 部 は ク ラ ン プ 溝 内 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 係 合 部 に  
係 合 す る と 、 ク ラ ン プ 部 材 は ク ラ ン プ 溝 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 願 発 明 に よ る い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 シ ー ト 本 体 の 着  
座 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 関 連 技 術 と 比 較 し て 、 本 願 発 明 の 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 は 、 ロ ッ ク 機 構 を 提 供 し 、 ロ  
ッ ク 機 構 は 、 操 作 部 材 、 駆 動 部 材 、 ロ ッ ク 部 材 及 び 弾 性 部 材 を 含 み 、 ロ ッ ク 部 材 は 、 ク ラ  
ン プ 部 材 の 側 部 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク 位 置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 を 有 し 、 ロ ッ ク 位  
置 及 び ロ ッ ク 解 除 位 置 の 間 で 移 動 可 能 に 切 り 替 え ら れ 、 そ れ に 応 じ て 、 ク ラ ン プ 部 材 は 、  
ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー ス を 強 固 に ク ラ ン プ 又 は ロ ッ ク 解 除 す る こ と を 実 現 す る 。 弾 性 部  
材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 部 に 取 り 付 け ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置  
へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 有 す る こ と を 可 能 に し 、 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 は ロ ッ ク 位 置 に 保  
持 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 は ク ラ ン プ さ れ る 部 品 を し っ か り と ク ラ ン プ す る 。 上 記 駆 動 部 材 は  
、 ク ラ ン プ 部 材 の 側 方 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 操 作 部 材 は 、 駆 動 部 材 に 連 結 さ れ 、 操 作 部  
材 の 操 作 を 受 け て 駆 動 部 材 が 移 動 し て ロ ッ ク 部 材 を 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置  
と を 切 り 換 え る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 を 駆 動 し て 弾 性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク  
位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 切 り 換 え 、 ク ラ ン プ 部 材 が 被 ク ラ ン プ 部 品 を 解 放 し て ロ ッ ク 解  
除 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 。 駆 動 部 材 は 、 操 作 部 材 と ロ ッ ク 部 材 と の 間 に 設 け ら れ 、  
駆 動 部 材 は 、 駆 動 構 造 と し て 機 能 し 、 延 長 部 を 形 成 す る た め 、 関 連 技 術 に お い て ロ ッ ク 解  
除 が 僅 か な 接 触 に よ っ て ト リ ガ さ れ る 危 険 性 を 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 不 用 意 な 接 触  
に よ る 誤 ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 車 載 安 全 性 を 確 保 し 、 高 い 安  
全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 1 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 強 固 に ク ラ  
ン プ し て い る と き の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 概 略 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 解 放 す る 際  
の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 概 略 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3 は 、 図 1 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 一 部 の 内 部 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 図 4 は 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 位 置 に あ る 図 3 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト を 示 す 状  
態 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5 は 、 ロ ッ ク 部 材 が ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 図 3 の 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト を 示  
す 状 態 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 6 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 の 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ７ 】 図 7 は 、 本 願 発 明 に 係 る 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 の 構 造 を 示 す 別 の 概 略 斜 視 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 技 術 的 内 容 、 構 造 的 特 徴 、 目 的 及 び 効 果 を 詳 細 に 説 明 す る  
た め に 、 本 明 細 書 で は 添 付 図 面 を 参 照 し て 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 1 か ら 図 4 を 参 照 す る と 、 本 願 発 明 は 、 シ ー ト 本 体 2 0 と 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1  
0 と を 含 む 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 1 0 0 を 提 供 す る 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1 0 は 、 ク  
ラ ン プ さ れ る 部 品 （ 図 面 に は 示 さ れ て い な い ） を ク ラ ン プ ま た は 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ  
て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 対 象 物 は 、 車 両 に お け る 安 全 ベ ル ト で あ り 、 ク ラ ン プ  
対 象 物 は 、 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 1 0 0 の シ ー ト 本 体 2 0 を 車 両 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装 置 1 0 は 、 シ ー ト 本 体 2 0 の 着 座 部 に 配 置 さ れ て い る 。 し  
か し な が ら 、 本 願 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ 装  
置 を シ ー ト 本 体 2 0 の 背 面 部 や そ の 他 の 位 置 に 配 置 し て も 勿 論 よ い 。 安 全 ベ ル ト ク ラ ン プ  
装 置 1 0 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 と ロ ッ ク 機 構 2 と を 備 え 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 面 に は 、 シ ー ト  
本 体 2 0 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る 接 続 部 1 1 が 設 け ら れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 枢 動 に よ り 、 ク  
ラ ン プ 対 象 物 を 強 固 に ク ラ ン プ ま た は 解 除 す る 。 例 え ば 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が 接 続 部 1 1 を  
中 心 に シ ー ト 本 体 2 0 に 向 か っ て 図 2 に 矢 印 A で 示 す 方 向 に 枢 動 し 、 ク ラ ン プ 部 材 1 と シ ー  
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ト 本 体 2 0 と の 間 に ク ラ ン プ 対 象 物 を 挟 み 込 む こ と に よ り 、 シ ー ト 本 体 2 0 が 車 両 に 固 定 さ  
れ る 。 ク ラ ン プ 部 材 1 は 、 接 続 部 1 1 を 中 心 と し て シ ー ト 本 体 2 0 か ら 離 れ る 方 向 に 、 図 2  
に 矢 印 A で 示 す 方 向 と は 反 対 方 向 に 枢 動 し 、 ク ラ ン プ 対 象 物 （ 図 示 せ ず ） を 解 放 し て 、 シ  
ー ト 本 体 2 0 を 車 両 か ら 取 り 外 す 。 ロ ッ ク 機 構 2 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 別 の 側 面 に 設 置 さ れ  
、 す な わ ち 、 接 続 部 1 1 と ロ ッ ク 機 構 2 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 対 向 す る 2 つ の 側 面 に 配 置 さ  
れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は 長 い 棒 状 を な し 、 接 続 部 1 1 と ロ ッ ク 機 構 2 は ク  
ラ ン プ 部 材 1 の 対 向 す る 2 つ の 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 機 構 2 は 、 操 作 部 材 2 1 、 駆  
動 部 材 2 2 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 、 お よ び 弾 性 部 材 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 図 4 及 び 図 5 を 参 照 し  
て 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ 、 図 4 に 示 す ロ ッ ク 位  
置 と 図 5 に 示 す ロ ッ ク 解 除 位 置 と を 有 し 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 移 動 可 能  
に 切 り 換 え ら れ る 。 図 2 か ら 図 5 を 参 照 す る と 、 シ ー ト 本 体 2 0 に は 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 に 対  
応 す る ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 が 設 け ら れ て お り 、 ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ  
ッ ク 係 合 部 2 0 1 に 係 合 す る こ と に よ り 、 シ ー ト 本 体 2 0 に 対 す る ク ラ ン プ 部 材 1 の 枢 動 が  
ロ ッ ク さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 に よ っ て ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー ス が 強 固 に ク ラ ン プ さ れ 、  
ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 か ら 離 間 し 、 そ れ に よ り  
ク ラ ン プ 部 材 1 の シ ー ト 本 体 2 0 に 対 す る 枢 動 が 解 除 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は ク ラ ン プ さ れ  
る 外 部 ピ ー ス を 解 放 す る 。 弾 性 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 2  
3 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 有 す る こ と を 可 能 に し 、 ロ ッ ク  
部 材 2 3 が ロ ッ ク 部 材 に 保 持 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 強 固 に ク ラ ン プ す  
る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 弾 性 部 材 は ね じ り ば ね で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 駆  
動 部 材 2 2 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 駆 動 部 材 2 2 に よ っ て  
駆 動 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り 替 え ら れ る 。 操 作  
部 材 2 1 は 駆 動 部 材 2 2 に 接 続 さ れ 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 を 受 け て 駆 動 部 材 2 2 が 移 動 し て ロ  
ッ ク 部 材 2 3 を ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 切 り 換 え る よ う に 駆 動 し 、 ロ ッ ク 部  
材 2 3 が 弾 性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク 位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 切 り 換 え ら れ 、  
こ れ に 応 じ て ク ラ ン プ 部 材 1 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 解 放 し て ロ ッ ク を 解 除 す る 。 ま た 、 操 作  
部 材 2 1 と ロ ッ ク 部 材 2 3 と の 間 に 駆 動 部 材 2 2 が 設 け ら れ 、 駆 動 部 材 2 2 が 延 長 部 を 形 成 す  
る 駆 動 構 造 と し て 機 能 す る た め 、 関 連 技 術 に お い て 、 ち ょ っ と し た 接 触 で ロ ッ ク 解 除 が 引  
き 起 こ さ れ る 危 険 性 を 防 止 す る こ と が で き 、 子 供 の 不 慮 の 接 触 に よ る 誤 ロ ッ ク 解 除 を 効 果  
的 に 防 止 し 、 乳 幼 児 の 車 載 安 全 と 高 い 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 駆 動 部 材 2 2 は 操  
作 部 材 2 1 と 一 体 化 し て 一 体 構 造 を 形 成 し て も よ く 、 駆 動 部 材 2 2 と 操 作 部 材 は 分 離 構 造 で  
あ っ て も よ く 、 さ ら に 組 み 立 て ら れ る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 駆 動 部 材 2 2 と 操 作 部 材  
2 1 は 、 そ の 機 能 に 応 じ て 名 付 け ら れ た 2 つ の モ ジ ュ ー ル で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る べ  
き で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 4 か ら 図 7 を 参 照 す る と 、 よ り 具 体 的 に は 、 駆 動 部 材 2 2 が ク ラ ン プ 部 材 1 に 枢 動 可 能  
に 接 続 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ク ラ ン プ 部 材 1 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 部 材 2 2  
は 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 を 受 け て 回 転 し 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 を 回 転 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ  
ク 解 除 位 置 と を 回 転 可 能 に 切 り 替 え る 。 ま た 、 操 作 部 材 2 1 、 駆 動 部 材 2 2 及 び ロ ッ ク 部 材  
2 3 は 、 い ず れ も 回 動 可 能 で あ る た め 、 操 作 部 材 2 1 、 駆 動 部 材 2 2 及 び ロ ッ ク 部 材 2 3 間 の  
よ り 円 滑 な 連 動 動 作 が 実 現 さ れ る 。 な お 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 駆 動 部 材 2 2 が ク ラ ン  
プ 部 材 1 に 対 し て ス ラ イ ド 可 能 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に ス ラ  
イ ド 可 能 に 配 置 さ れ 、 駆 動 部 材 2 2 の 移 動 に よ っ て ロ ッ ク 部 材 2 3 が 駆 動 さ れ て 移 動 し 、 そ  
れ に よ っ て ロ ッ ク 部 材 2 3 の ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 の 切 り 替 え が 実 現 さ れ て  
も よ い 。 具 体 的 に は 、 駆 動 部 材 2 2 は 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 に 向 か っ て 延 び て 当 接 部 2 2 1 を 形 成  
し 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 当 接 部 2 2 1 に 対 応 す る 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 を 形 成 す る よ う に 延 び て  
い る 。 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 は 、 当 接 部 2 2 1 に 押 さ れ て 回 転 す る 。 好 ま し く は 、 当 接 部 2 2 1  
は フ ッ ク で あ り 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 は ロ ッ ク 部 材 2 3 に よ っ て 形 成 さ れ た フ ッ ク の 内 部 に  
向 か っ て 延 び る 突 出 構 造 で あ る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 当 接 部 2 2 1 は  
押 し 合 わ せ 部 2 3 1 か ら 離 間 し て お り 、 す な わ ち 当 接 部 2 2 1 と 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 と の 間 に  



10

20

30

40

50

JP 2024-504956 A 2024.2.2(18)

は 距 離 が あ り 、 当 接 部 2 2 1 は 駆 動 部 材 2 2 の 回 転 に よ り 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に 接 近 し 、 そ の  
後 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 を 押 圧 す る 。 ま た 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 位 置 に あ る と き 、 当 接  
部 2 2 1 が 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 か ら 離 間 し て い る た め 、 す な わ ち 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 と 当 接  
部 2 2 1 と の 間 に 一 定 の 距 離 が あ る た め 、 当 接 部 2 2 1 が 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に 接 触 し て 当 接  
す る 前 に 、 駆 動 部 材 2 2 が ロ ッ ク 位 置 か ら 一 定 の 距 離 だ け 強 制 的 に 移 動 さ せ ら れ る た め 、  
子 供 が 誤 っ て 触 れ る こ と に よ る 誤 ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き 、 乳 幼 児 の 車  
載 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き 、 高 い 安 全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。 他 の 実 施 形 態 で は  
、 駆 動 部 材 2 2 は 、 リ セ ッ ト ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ を 備 え る こ と が で き る 。 リ セ ッ ト ト ー  
シ ョ ン ス プ リ ン グ は 、 駆 動 部 材 2 2 の 当 接 部 2 2 1 が 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 の 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に  
対 し て 当 接 を 解 除 す る 傾 向 を 有 す る よ う に 作 用 す る 弾 性 力 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 。 な お 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 リ セ ッ ト ト ー シ  
ョ ン ス プ リ ン グ を 設 け な い こ と を 選 択 す る こ と も で き る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 ロ ッ ク 係 合  
部 2 0 1 と 係 合 ま た は 係 合 解 除 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 と ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 と の 安  
定 し た 連 結 も し く は 離 間 を 実 現 す る 。 具 体 的 に は 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 2 3  
2 と 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 2 3 2 に よ っ て 形 成 さ れ 、 外 側 に 延 び る ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 と を 含 む 。  
押 し 合 わ せ 部 2 3 1 は 、 ロ ッ ク 部 材 本 体 2 3 2 の 外 周 側 に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 は 、  
押 し 合 わ せ 部 2 3 1 か ら 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ 、 ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 は 、 押 し 合 わ せ 部 2 3  
1 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 図 3 を 参 照 す る と 、 こ れ に 対 応 し て 、 ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 は ロ ッ  
ク ピ ン で あ り 、 ロ ッ ク フ ッ ク 2 3 3 は ロ ッ ク ピ ン と 係 合 ま た は 係 合 解 除 す る こ と に よ り 、  
ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 を 実 現 す る 。 も ち ろ ん 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も  
の で は な く 、 例 え ば 、 製 造 者 は 必 要 に 応 じ て 、 上 記 ロ ッ ク 構 造 を 他 の ロ ッ ク 構 造 に 調 整 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 4 か ら 図 5 を 参 照 す る と 、 操 作 部 材 2 1 に は 接 続 開 口 部 2 1 1 が 設 け ら れ て お り 、 駆 動 部  
材 2 2 は 接 続 開 口 部 2 1 1 に 向 か っ て 延 び て 接 続 ラ グ 2 2 2 を 形 成 し て い る 。 接 続 ラ グ 2 2 2 が  
接 続 開 口 部 2 1 1 に 挿 入 さ れ て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 操 作 部 材 2 1 が 駆 動 部 材 2 2 に 固 定 さ  
れ 、 操 作 部 材 2 1 が 駆 動 部 材 2 2 を 回 転 駆 動 す る こ と が で き 、 駆 動 部 材 2 2 の 移 動 の 安 定 性  
が 向 上 す る 。 な お 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 操 作 部  
材 2 1 と 駆 動 部 材 2 2 と の 安 定 し た 接 続 を 実 現 す る た め に 、 製 造 者 が 他 の 接 続 方 法 を 選 択 す  
る こ と も で き る 。 具 体 的 に は 、 操 作 部 材 2 1 は 操 作 部 材 本 体 2 1 2 を 含 み 、 操 作 部 材 本 体 2 1  
2 は 外 側 に 延 び て 引 っ 張 り 部 2 1 3 を 形 成 す る 。 接 続 開 口 部 2 1 1 は 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 部  
材 本 体 2 1 2 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 引 っ 張 り 部 2 1 3 と 接 続 開 口 部 2 1 1 は 操 作 部 材 2 1 の  
両 側 面 に 配 置 さ れ 、 引 っ 張 り 部 2 1 3 は 板 状 構 造 を 有 し 、 引 っ 張 り 部 2 1 3 に は 滑 り 止 め が  
施 さ れ て い る 。 た だ し 、 本 願 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 願 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 図 4 に 示 す よ う に 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 長 さ 方 向 に  
沿 っ た 操 作 部 材 2 1 の 縦 断 面 が 同 様 の Ｔ 字 形 状 を 有 し て い る 。 相 似 Ｔ 字 形 状 の 操 作 部 材 2 1  
の 上 部 の 一 端 は 操 作 部 材 本 体 2 1 2 で あ り 、 他 端 は 引 っ 張 り 部 2 1 3 で あ る 。 操 作 部 材 2 1 の  
中 間 部 お よ び 下 部 は 支 持 部 2 1 4 と な っ て い る 。 支 持 部 2 1 4 は 、 操 作 部 材 本 体 2 1 2 お よ び  
引 っ 張 り 部 2 1 3 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る 。 接 続 開 口 部 2 1 1 は 、 操 作 部 材 本 体 2 1 2 と 操 作  
部 材 2 1 の 支 持 部 2 1 4 と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 1 か ら 2 を 参 照 す る と 、 シ ー ト 本 体 2 0 に は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 に 対 応 す る ク ラ ン プ 溝 2 0  
2 が 設 け ら れ 、 ク ラ ン プ 溝 2 0 2 に ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 が 配 置 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 が  
ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 に 係 合 す る と 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は ク ラ ン プ 溝 2 0 2 に 配 置 さ れ る 。 ク ラ ン  
プ 溝 2 0 2 の 配 置 に よ り 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が シ ー ト 本 体 2 0 か ら 突 出 す る の を 効 果 的 に 防 止  
す る こ と が で き 、 乳 幼 児 の 違 和 感 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 1 か ら 図 7 と 合 わ せ て 、 車 両 用 チ ャ イ ル ド シ ー ト 1 0 0 の 装 着 工 程 を 以 下 に 詳 細 に 説 明  
す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 シ ー ト 本 体 2 0 を 車 両 に 装 着 し た い 場 合 に は 、 操 作 部 材 2 1 を 引 く と 、 操 作 部 材 2 1 の 操  
作 に よ り 駆 動 部 材 2 2 が 図 5 に 矢 印 B で 示 す 方 向 に 回 転 す る 。 駆 動 部 材 2 2 の 回 転 に 駆 動 さ  
れ て 、 当 接 部 2 2 1 が 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 に 近 づ き 、 押 し 合 わ せ 部 2 3 1 を 押 す 。 そ し て 、 当  
接 部 2 2 1 の 付 勢 力 を 受 け て ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 位 置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 回 転 し 、 弾  
性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 係 合 部 2 0 1 か ら 外 れ る 。 こ の と き 、  
ク ラ ン プ 部 材 1 が 接 続 部 1 1 を 支 点 に 枢 動 し 、 シ ー ト 本 体 2 0 か ら 離 れ る 方 向 に 、 図 2 の 矢  
印 A で 示 す 方 向 と は 逆 の 枢 動 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 ク ラ ン プ 溝 2 0 2 と ク ラ ン プ 部 材 1 と  
の 間 に ク ラ ン プ 対 象 物 が 配 置 さ れ る 。 ク ラ ン プ 部 材 1 は 接 続 部 1 1 上 で 枢 動 し 、 図 2 中 の 矢  
印 A で 示 す 枢 動 方 向 に シ ー ト 本 体 2 0 に 近 接 し て 回 転 し 、 ク ラ ン プ 部 材 1 と シ ー ト 本 体 2 0  
と の 間 に ク ラ ン プ 対 象 物 が ク ラ ン プ さ れ る 。 ロ ッ ク 部 材 2 3 が 弾 性 部 材 の 弾 性 復 元 力 の 作  
用 に よ り ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 に 回 転 し 、 駆 動 部 材 2 2 及 び 操 作 部 材 2 1 が リ セ ッ  
ト さ れ る こ と に よ り 、 ク ラ ン プ 対 象 物 が 強 固 に ク ラ ン プ さ れ 、 シ ー ト 本 体 2 0 が 車 両 に 固  
定 さ れ る 。 シ ー ト 本 体 2 0 を 車 両 か ら 取 り 外 し た い 場 合 に は 、 上 記 の 工 程 を 逆 の 順 序 で 繰  
り 返 し て 安 全 ベ ル ト を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ロ ッ ク 機 構 2 が 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 機 構 2 は 、 操 作 部 材 2 1 と 、 駆 動 部 材 2 2 と 、 ロ ッ ク 部  
材 2 3 と 、 弾 性 部 材 と を 含 み 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 移 動 可 能 に 配 置  
さ れ 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と を 有 し 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 で 移 動  
可 能 に 切 り 替 え ら れ 、 こ れ に よ り 、 ク ラ ン プ 部 材 1 は 、 ク ラ ン プ さ れ る 外 部 ピ ー ス を 強 固  
に ク ラ ン プ 又 は ロ ッ ク 解 除 す る こ と を 実 現 す る 。 弾 性 部 材 は 、 ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 部 に 取  
り 付 け ら れ 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 が ロ ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ 常 に 移 動 す る 傾 向 を 有 す  
る こ と を 可 能 に し 、 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 は ロ ッ ク 位 置 に 保 持 さ れ 、 ク ラ ン プ 部 材  
1 は ク ラ ン プ さ れ る 部 品 を し っ か り と ク ラ ン プ す る 。 駆 動 部 材 2 2 は ク ラ ン プ 部 材 1 の 側 方  
に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 操 作 部 材 2 1 は 駆 動 部 材 2 2 に 接 続 さ れ 、 操 作 部 材 2 1 の 操 作 を 受  
け て 駆 動 部 材 2 2 が 移 動 し て ロ ッ ク 部 材 2 3 を 駆 動 し て ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と を 切  
り 換 え る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 部 材 2 3 を 駆 動 し て 弾 性 部 材 の 弾 性 力 に 打 ち 勝 っ て ロ ッ ク 位  
置 か ら ロ ッ ク 解 除 位 置 に 切 り 換 え 、 ク ラ ン プ 部 材 1 が ク ラ ン プ 対 象 物 を 解 放 し て ロ ッ ク 解  
除 を 実 現 す る こ と が で き る 。 駆 動 部 材 2 2 は 、 操 作 部 材 2 1 と ロ ッ ク 部 材 2 3 と の 間 に 設 け  
ら れ 、 駆 動 部 材 2 2 は 、 駆 動 構 造 と し て 機 能 し 、 延 長 部 を 形 成 す る た め 、 関 連 技 術 に お け  
る 僅 か な 接 触 に よ っ て ロ ッ ク 解 除 が ト リ ガ さ れ る 危 険 性 を 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 不  
意 の 接 触 に よ る 誤 操 作 に よ る ロ ッ ク 解 除 を 効 果 的 に 回 避 す る こ と が で き 、 子 供 の 車 載 安 全  
を 確 保 し 、 高 い 安 全 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 に 開 示 し た も の は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 を 限 定  
す る た め に 使 用 さ れ る べ き で は な い 。 従 っ て 、 本 願 の 実 施 形 態 に 基 づ い て な さ れ た 同 等 の  
変 更 は 、 本 願 に よ っ て カ バ ー さ れ る 範 囲 内 に あ る 。
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